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谷藤助先輩からのオ
l
ラルヒストリー記録愛知大学同窓会東京支部長高井和仲
過日（二
O
一一年二月一六日）愛知大学同窓会関東四支部の行事として「語り部のんど第五回を開催し
た。語り部は「谷藤助」先輩。以下その時の話が中心に草創のころの愛大風景。以ド敬称略。
ハルピン学院からの愛大への転入生五名、谷を中心にして述べると
谷藤助（ハルピン学院二問則）（ちなみに、日本寮歌祭でハルピン学院の常任委日だった．県川」犯は二一二期）
〔谷と同期〕
2
鳥井（河合）優（岡崎市出身で税理士）（学部で一緒）
3
大村充（国鉄に就職 （学部で一緒）
〔谷の後輩〕
4 
池旧三郎（
U東京都庁に就職、妻は越路吹雪の妹）（一年後の学部で．緒）
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生、外務省派遣生等々、谷は私費）。
谷藤助は、昭和二一年一一月一五日に勅裁により設立された愛知大学予科の転入試験に同年の．・
A一月八日
の試験を受けた。
ハルピン学院の卒業証書（繰り
kげいや業）を外務省で発行してもらい愛大に促出。試験の
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「ロシア語で受験させろ」と小川井教段にぷ判した。
と断られ
「ロシア語の先生がいない」
た。後に胡麻本教授
作はハルピン学院で川麻本教段にロシア訴を政
（ハルピン学院の．一則ルー
ロシア汎ぺ
わっている。
が愛大に赴任する前の＃」と口
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削ぃ淋本教授はホ
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ランド訴もでき、話却下の
γ十八LJe
とのこと）
和二二年一月一五日に子科三年生となり、同年
.. 二年．一月に予科卒業凹月に旧制の愛知大学法経済学部経済
科に入学。法経学部は一．
0
人、経済件七
O
人、法政科四
O
人。一二年後の一一五年三月に卒業
D
法経学部には
法政 もあったむいや業市位は．一五巾位＝平諭も一単位、刑法総論も一単位、行政法も一巾位、民法債権法．
二丘早川川のうち、経済科の必修科目は一
om
仇、したがって、
t
記のうち宇治は必修巾
という巾位
D
仇、刑法総論・行政法・民法的権法は選択単位。刑法は花村美樹教授、行政法は同部倣教段、民法山権法は、、．
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こうした草創当時の授業科目は法経学部としては、開請されている授業をこなしてゆく過程を凡ると、経
済科の谷藤助が司法試験（六期）に合格した背買がわかる。同年に三名が合格した。後の二人は伊藤公、藤本勝好
D伊藤は大阪の商社に就職（のちに司法修習を経て弁護士登録）、藤本も京都の日新電機に就職して
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がいて
、
司法修習を受けずじまい
。翌年には外交官試験に小崎昌業も合格して、国家公務員試験の上級臓には合格者
国家試験のビッグスリーは点海地方では愛大の卒栄生が独占していた。
「ウオールデン森の人」
の外出回賦説をした
。
（こ
の
英語のゼミは
一一人のみで、荻野茂彦助教授の研究主で
の
こと
であろ
う
。）
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メの社長）、勝
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（吉太郎
、
後の広大教授でロシア政治川和叫小人の専門家、愛大に
一年いてその後京大に移つ
た
。）
であった
。
荻野助教授は
了」れをやっておいて下さい」
いってテキス
ト
を渡しておいて、
そ
こは離れ、終わりの
こ
ろにコ
l
ヒ
ー
を入れてくれた
。
（この風押は附和四
O
年ころの前川緋造助教
シンポジウムでit点する谷！能川氏
ゼミ生がお茶を入れてもらったり、
ゼミの
同訟に引き継がれている
。
途中にコー
ヒー
ブレイクだと言って
コーヒー
をとって飲んだりし
た。向井の体験）以上の原杭で、参附した文献は、
『愛知大学同窓会東京支部五十
年史
』
、
都築利治
『一
途（ず）
の人（ひと）
』
（私家版）
。
都築本には
愛
L人以例の教授
三
川れのきれいで、懐かしいり克がある
。
凶際コミュニケーション宇部
と京血同文書院大学記念センターの
手によって、上記の谷藤助の
「語り部の原稿
」
が検証されて、愛知
大学立制の肢山人が記録文献になることを－願っている
。
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二二
年
一O
月三
二
日に愛大虫桶校舎の記念会館
三階講主で開催されたシンポジウムで件勝助は
ニO
分
-l目
を聞くにつけ、愛大の
草創の歴史
をし
っか
り身につけた卒
業生は、
「混乱
こそ
吾が命」
として、部先前の前
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程度の発表であったが冒頭の
「語り部の会」
では延々
二時間を使っても終わらず、統会をすることになっ
たがこうした
「オ
l
－フル
・ヒストリー」を愛大の財産として確似する作業が今
急
がれている
。
引什山勝助の話
助を’日分の血肉と て社会に打って出ていくこと間違いない
。
